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調 査 記

カ ナ ダ 調 査 旅 行

宇井智恵子,玉 井 暁子,山 下 千佳,米 田 泰子,吉 田 愉紀,坂 田由紀子

A book of travel to Canada for research

Chieko Ui, Akiko Tamai, Chika Yamashita, Yasuko Yoneda, 

           Yuki Yoshida, Yukiko  Sokoto

第1日(1992年9月11日)

 私達衛生学科 目のゼ ミ生5人 は,指 導教官の坂田

先生 と共に,卒 業論文のテーマであるカナ ダの 日系

人を対象 とした食生活の調査を行 うため,こ の 日,

17:00発 のカナディア ン航空で,名 古屋空港からカ

ナダのバ ンクーバーへ と出発した。

 ローカルな空港 とい う印象を持 っていた名古屋空

港は,混 雑 していて大変活気があ り,予 想外であっ

たが,こ じんまりとしているため,大 変わか りやす

く,順 調に搭乗手続を済 ませ,機 上の人 となった。

 時期は既に初秋であ り,カ ナダへは シーズンオフ

であったが,機 内は満席に近 く,折 角 シーズンをは

ず したのに と先生は嘆 くことしき りであった。

 この旅行は食生活にご関 して調査を している坂田先

生が,外 国にいる 日系人の食生活を究明することが,

逆に現在 の日本人の食事について考える起点になる

のではないかと考え,世 界中に張 り巡 らされている

西本願寺のネ ットワークを利用させ てもらい,実 現

したのだった。

 旅行 といって も調査旅行であ り,1年 前か ら先生

が現地に赴いて調査のネ ットワークを作 られていた

ため,ス ケジュールどうりに行動 しなければならず,

いわゆ る物見遊山ではない と先生か ら言われていた
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が,カ ナ ダへ 行 った こ と の あ る人 は な く,旅 行 独 自

の 期 待 感 と緊 張 感 で落 ち 着 か な か った 。

 こ の 出 発 の 前 ま で に,調 査 に協 力 して 下 さ る方 々

や,調 査 の ネ ッ トワー クを 作 る の に 援 助 し て 下 さ っ

た 方 々 へ の お 土 産(カ ナ ダ の 日系 人 に 最 も喜 ば れ る

上 等 の緑 茶)の 購 入,日 程 の 打 ち 合 わ せ,宿,飛 行

機,オ プ シ ョ ン ツ ア ー の 予 約 等,連 日の よ うに フ ァ

ック ス や 電 話 の や り取 りが あ り,こ れ で や っ と本 当

に 調 査 が 始 ま る と い う思 い が した 。

 機 内 は快 適 で,と ろ と ろ 眠 った よ うな 気 が した が,

バ ン クー バ ー に は 以 外 に 早 く8時 間 で 到 着 した 。

 カ ナ ダに は10の 州 と2つ の 準 州 が あ り,歴 史 的 背

景 か ら フ ラ ンス 系 カ ナ ダ人 の 集 中 す る ケペ ック州,

ニ ュ ー ブ ラ ンズ ウ ィ ック州 と,か つ て の 宗 主 国 で あ

る イ ギ リス が 残 って い るそ の 他 の 州 に 分 か れ,言 語

も仏,英 語 の両 方 が 公 用 語 と され,English 66.8%,

French 15.8%,バ イ リ ンガ ル16.2%,そ の 他1.2%

とな って い る1)0

 ま た,ア メ リカが,さ ま ざ まな 人 種,民 族,文 化

が る つ ぼ の 中 の 様 に解 け 合 お うと し て い る人 種 の メ

ル テ ィ ン グ ポ ッ トと言 わ れ る の に 対 して,カ ナ ダは,

切 り張 り細 工 の よ うで あ る と い う と こ ろ か ら,カ ナ

デ ィア ンモ ザ イ ク と もい わ れ る。

 人 口の 出 身 国構 成 で は,イ ギ リス 系44.6%,フ ラ

ン ス系28.7%,ド イ ツ系6.1%,イ タ リヤ 系3.4%で

あ り,日 系 は46,559人,0.3%と な って い る2・3)0

 バ ン ク ーバ ーは カ ナ ダ の西 海 岸 に あ り,日 系 人 が

集 中 して い る西 海 岸 の 中 で,特 に バ ン ク ー バ ーは 西

本 願 寺 の メ ンバ ー の 数 が 多 く,今 度 の 調 査 も バ ン

ク ー バ ーが 中心 に な る と い う こ と で あ った 。
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パンクーパーは大きな空港であった。

到着すると思いがけなくスチーブストン教会の桐

林先生が迎えに来て下さっていた。桐林先生は，昨

年坂田先生が訪れて調査を依頼したスチーブストン

教会の開教師である。

荷物が多いため， リムジンでとりあえず宿舎のパ

ンクーパーのダウンタウンの中心にある YWCAに

行くことになったが，そこはモダンなピルの林立す

る中で一際目立つ古いビ‘ルで、あった。

荷物を下ろすと，調査のため集まって下さってい

るシニア (60歳以上のメンパー)の人達に会うため

にパンクーパー教会へ行くことになった。

そこで待っていて下さった八木さんにお目にかか

ったが，八木さんはパンクーパ一教会のメンバーで，

カナダ実業経済専門家協会会員として経営コンサル

タントをされており，一等船舶通信土で，カナダに

関する本も出版されているとし、う大変マルチな能力

の方で，今回の調査についても切符の手配から宿舎

の予約，さらに調査の依頼まで実に細かくアレンジ

していただいた。パンクーパーの仏教会でもその行

動力と誠実さで多くの人から信頼を受けており，こ

の方なくしてはこの調査は実現しなかったとし、う。

この日は，ゲートボール愛好会のシニアの女性12

名のアンケート調査をすることが出来た。

二世の人の中には英語しかわからない人もあると

聞いていたので，英語の質問紙も用意したが，調査

の間も自分の家族の話や収容所の話等がどんどんは

ずんでしまい，一人のデータを取るのに30分もかか

り，先が思いやられた。

ここで日系カナダ人について少し説明をしなけれ

ばならないと思う。

日系カナダ人(日本からカナダに来た人々とその

子孫)は，その渡航時期から大きく三つに分けるこ

とが出来る九

1. 自由渡航時代(1877-1907年) (選挙権を持た

ず，合法的に差別を受けていた時代)

この時代は，出稼ぎとして単身で渡加し漁業，

農業，製材業，鉄道，鉱業，商業の肉体労働に従事

し， BC (British Columbia)州の発展に寄与するこ

とが少なく，カナダ人から見れば奇妙な習慣を持ち，

貧民地区に居住し，白人社会に混じることのなかっ

た世代といわれる。

2. 制限渡航時代(1908-1940年) 日本からの移

民を年間400名 (1908年)からさらに150名

(1928年)に制限された時代。

簡単に入国出来なくなり，一時的移住は永住へと
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変化する。有名な写真花嫁が登場する。

日系人が定住し，日系人社会が社会的統率力を持

った民族社会になる。しかし連邦政府は，公然と

日本人排斥を行い，経済活動をするのに必要な許可

証の発行を“選挙権保持者"に限り，日系，東洋系

の人々は政治的のみならず，職業等の経済活動から

も排斥を受けることになる。さらに同一職種でも東

洋系は賃金そのものも合法的に切り下げられた。

教育の面でも東洋系は公立学校から排斥され，教

員には日系人は決して採用されず，現在のロスアン

ジェルスと同様に， リトルトウキョウ(日系人街)

の白人による襲撃も行われたと L 、う。 1920~1930年

は二世の成長期であり，日系人がカナダの社会に次

第に適応し，評価を得ることになったといわれる。

それは，両親が過酷な生活のために働かざるを得な

かった状況にもかかわらず，放課後聞かれていた日

本語学校が広範な意味で子供の生活を補ったこと，

日系人社会の社会的規範が確立していたこと，日系

人排斥のため日系人社会でしか生きていけなかった

ことが日系二世の不良化を防ぎ，次第に日系人の評

価を高めたとし、う。

3. 戦時体制時代(1941~1949年)

日本とカナダの国交が断絶し，カナダ政府は日系

人を「敵国人」として規定し，日系人は連邦政府の

監視下に置カミれた。

更に米国で有名な Evocuation(防衛地域からの

立ち退き)で，カナダのほとんどの日系人が内陸収

容所に押し込められた。

この立ち退きは，財産，経済活動等の全ての喪失

を意味したが，更にカナダ政府は住，食のうち食の

保障をせず，アメリカ政府が財産の保護，住，食の

保障をしたのに比べて大きな差がみられた。

このような日系人の状況の中にあっても，カナダ

と交戦状態であったドイツ系，イタリヤ系の人々に

は何の措置も採られなかったとし、う。この収容所に

おける日系人社会では，岡県人集団が崩壊し“標

準化された日系人文化"が生まれることになり，日

系人が一つの集団に融和して拡大したとし、う。

日本の敗戦と共に，カナダ人による日本人排斥に

対する市民活動が行われ， 1949年 4月に日系人の移

動が認められ，市民権，投票権が再発効された。

4. 近年の日系カナダ人(1959年以降)

この時期では一世は， 40才台後半になっており，

二世の時代に入って来ている。

1951年には平等賃金時代，平等雇用法， 1954年に

は住居被差別法が成立し 1970年には，英仏系以外
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の人口が総人口の26%を超え，職業，教育面に排斥，

差別はなくなった。又， 日系三世を中心とする第二

次大戦下の日系人に対する‘リドレス運動'によっ

て， 1988年リドレス(カナダ政府による40数年前の

日系人迫害に対する正式の謝罪と保障)が認められ，

基本金として約21， 000 (カナダドル)が支払われ

ることになる九

これらの歴史的背景を踏まえて日系カナダ人を分

類すると，

。一世 日本文化の外に出ることは殆どない。

年齢的には70才以上。

。二世 日本文化と白人文化の間にありながら，

他の日本人と親交を維持している。年齢的には

60才以上で引退期にあり，日本文化に傾斜して

いる。戦前，戦後の共通の体験を持っている。

二世間土の交婚率は5.6%であるo

o三世 白人とのみ交際う人が多く，白人との交

婚率は75%位で，特に人種交婚率が高い。

。新移民戦後の移住のなかで，カナダ市民の日

本からの帰国，“呼び寄せ" (カナダ居住者が，

子，配偶者を呼び寄せること)以外で1965年以

降，移住審査を受けて移住した人。新移民は高

学歴で，特殊技術を持ち，宗教に関心が薄く，

個人主義の傾向が強く，日系社会とは別に直接

カナダ社会に融和しようとしている人達九

翌日はパンクーパー教会婦人会設立40周年記念行

事の式典，パーティーのため，調査中にも広い厨房

では，その準備が行われており，慌ただしい雰囲気

であった。先生からは，邪魔にならないようにする

だけでなく，自分達で出来ることを探して手伝うよ

うにと厳しく言われていた。

厨房は， 200人位の料理が出来る大きさで，どん

な行事でもメンバーの人達によって準備されるとい

うことであった。特に，大きな鮭の解体などは，元

漁師のシニアの男性が受け持つことになっており，

この日も 3，4人の男性が，黙々と作業をされてい

るのが印象的であった。

この日，昼のメニューは次のとうりである。

。サーモンのあらだき

。大根の煮物

。冷奴

。胡瓜と大根の漬物

。デザート(鰻頭ー漉館入)一一表面に焼コテで

字がついており，学校の祝典などによく出され

る紅白のふかし鰻頭。とても手作りとは思えな
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かった。

準備が終わると，到着した日でもあり，結構疲れ

てしまった。帰り道は，のんびりと中華街や，日本

人街を見ながら宿に帰り 1日が終った。

第 2日(9月12日)

本日はパンクーパー教会の祝典のため， 9時まで

に教会へ行く事になっていたが，定刻に起きられず，

5人とも先生に叩き起こされることになり，結局30

分ほど遅れてしまった。

教会へ着くと八木さんが待っておられ，今から急

逮教会の傍にある日本人学校へ調査に行くように言

われた。子供を送ってくる父兄に調査の依頼はしで

あるが，父兄はすぐ帰ってしまうので急ぐようにと

のことであった。

日本人学校の父兄は20代~30代で，中国系や白人

系の人と結婚している人，新移民の人など実に様々

であった。ここのホールで、は野菜の即売などもされ

ており，コミュニティーとしても機能しているよう

に思われた。

ここで約40人ほどの調査を終え，直ちに教会へ戻

り，昼食後式典とパーティの準備のお手伝いをした。

ξーティのメニューを次に示すと，

。ぉ寿司 巻き寿司，稲荷寿司，握り寿司(鮭，

鮪，し、か)

。酢の物胡瓜，じゃこ，春雨

。魚，チキンのデイープフライ

。鮭の照焼

。ぉ煮しめ こんにゃく，里いも，蓮根，人参，

鶏肉，ごぼう

。カナッベ 胡瓜，ハム，ゆで卵，アスパラガス，

チーズ

。おにぎり ふりかけ，赤飯

。デザート ぶどう，葺，パイン，ケーキ，ワイ

ンジェリ一

式典の前に， 24名の調査が出来たが，テーブルの

飾り付け，料理の運搬等全員で手伝いすべてが終了

したのは，夜の10時も回っており， YMCAに帰っ

た時は，さすがに疲れてしまった。しかし私達が

手伝ったことは好評で，しかも京都女子大学の名は，

殆どの方が知っておられた。しかし来て早々から

の強行軍で，これからまだ100人以上のデーターを

集めなければならないと思うと，いささか疲れを覚

えてしまった。
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第3日目(9月13日)

この日は昨日に続いて，教会で彼岸会の法要があ

り，私達が紹介され，米田さんが代表してお焼香を

行った。この日の司会は才本夫人で，ご主人は日系

人で会社のオーナーであり，夫人もB.C.大学出身

の才援で，パンクーパーでは名流婦人である。

この日は大分慣れてきたせいか，法要の邪魔にな

らぬよう手際よく調査が出来た。

夕方は八木さん心つくしの中華料理屈への招待で、

ある。その庖は，見かけは何ということはなかった

が，中は優に100人以上は入れるような大きくでき

れいなレストランで，愛想、の良い中国人のウェイ

ターに迎えられた。さすがにシーフードは豊かで，

料理される伊勢海老， ミル貝，牡蛎など生きたまま

見せてもらい，皆大喜びであった。お料理はおいし

く，先生がはらはらするほど遠慮なく頂いてしまっ

た。

第4日目(9月14日)

本日は，パンクーパーから45分ほど離れた桐林先

生のスチープストン教会に行く予定であるo

スチーブストン教会は，日本人のカナダ移民が初

めて住みついた所で， 1887年に工藤儀兵衛という人

がカナダに渡航し，フレーザー河にひしめくように

上ってくる鮭を見て同郷の和歌山県三尾村(現在ア

メリカ村といわれる。)の血縁者を呼び寄せ，次第

に日本人のコミュニティーが出来上がったというIL
そのコミュニティーの中心として仏教会が設立さ

れたといわれている。

仏教会は，単なる信仰の対象としてのみならず，

排斥を受けていた日本人にとっては，就職，結婚な

どの生活面に関しでもコミュニティーとしての重要

な機能を果たしており，精神的な支えとして当時の

人々にとってはなくてはならない存在であったとい

う。

現在では，日本だけでなくカナダでも既成の宗教

が何れも抱えている若い人の宗教(教会)離れが進

み，メンパーの高齢化が問題になっている。

私達は，タクシーに分乗して出かけたが，スティー

ブストン教会は広々とした芝生の中にドイツ人の設

計によるという，とてもモダンな建物であった。

婦人会メンパーの人達は，朝早くから私達のため

に昼ご飯はもとより，デザートまで作って下さって

し、たとし、う。

私達は，早速アンケートを始めたが，次々と時間

食物学会誌・第48号

を見計らってきて下さるのでとても助かったが，こ

の陰には，京女大出身の桐林先生の奥様の細かい心

遣いがあり，今更に同窓生の有難味を感じた。

この日，ご馳走になったメニューは

。チャーメン(セロリ，もやし，人参，玉葱，豚

肉をいため，中華麺にとろみのついたソースが

混ぜ、られており， ソフト焼そば風)。元は中華

料理であったが，今はお祝い，パーティーには

必ず出るカナダの日本料理

。おにぎり

。ぉ煮しめ

。フルーツポンチ であった

第 5日(9月15日)

今日は調査のスケジュールがなく，オフだったの

で，パンクーパーのダウンタウンの中心にある図書

館に，カナダの栄養に関するデーターを集めるため

に出かけた。

図書館は広く，日中にも関わらずかなり混んでい

たが，非常に親切な係の方がおられて助けていただ

し、Tこ。

其の後は，やっと待ちに待った自由行動で，みん

な思い思いに街に出かけた。

第 6， 7， 8， 9日(9月16"-'19日)

カナダでのオプションのカナディアンロッキーの

旅である。

雄大なロッキ一山脈，氷河独特の深いエメラルド

グリーンの湖など，圧倒されるような雄大な自然、の

中をパスで移動したが，なかでも凄かったのは，コ

ロンビアアイスフィールドの雪上車による氷河見物

であった。

氷河は毎年後退しており，いづれ消失するとも言

われているが，山の谷合いに広がった広大な氷河ま

で，巨大なタイヤの雪上車がゆっくりと私達を運ん

でくれた。氷河の気温は零下10度ともいわれ，風も

強く，震え上がるほどの寒さで，落ちたらまずは助

からないといわれる氷河独特のエメラルドグリーン

の鋭い裂け目があちこちに顔をのぞかせ，滑らない

ように歩くのは大変スリリングであった。

ツアーの聞は，ホテルも食事も豪華版で，ファー

ストフードの YWCAの毎日とけた違いで，帰るの

が嫌になったほどであった。

第10日目(9月20日)

プレーザーパリー教会と，スティーブストン教会
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に二手に分れて調査に出かけることになった。それ

は，フレーザーパリー教会の調査の日にたまたま，

スティーブストン教会でフードフェスティパルが開

催されることになっており，特にお願いして調査さ

せていただくことになったからである。

フードフェスティパルは教会が資金を得るため，

近隣の人を対象に，メンパーの婦人会の人々が料理

を作って売ることになっており，ここで売られる日

本料理が次第にカナダの人達に親しまれ，ファンを

作るきっかけになったとも言われている。

この日即売されたメニューは次のとうりである。

。照焼チキン，チャーメンとライス

。シュリンプカレー

。スイートサワーミートボールとライス

。キャロットケーキ

。大福餅

。三笠鰻頭

。ズッキニー，パナナのパン

。各種クッキー

田舎であるため，近郷の人はこの行事を楽しみに

しており，日系人ばかりでなくいろいろの人が家族

連れで訪れて来，思いがけないほどの混雑ぶりで、あった。

一方フレーザーパリーは，パンクーパーから車で

1時間近く離れた農村地帯であり，私達が到着した

時には，既に早くから婦人会の人達が集まっておら

れ，私達のために手料理を作って頂いていたが，調

査に集まって下さったのは婦人会が主で、あるにもか

かわらず，意外にも半数は男性であった。これはお

年寄りが多いため，ご主人が車を運転して来られて

おり，調査にも協力して頂いたが，何を聞いても横

の奥さんに聞かれるので，調査にならず，困ってし

まった一幕もあった。

第11日目(9月21日)

今日は八木さんのお知り合いの合同教会(キリス

ト教)のメンパーの家で調査を行うことになった。

ここでも，巻き寿司，手作りのこんにゃくを使った

お煮しめが作られていた。メンパーは14，5人の方

が集まっておられ，カナダ最後のこの夜で調査目標

人数の200名を無事達成する事が出来た。

思えばいろいろな人生に触れた二週間で、あった。

明治時代に日本人がカナダに入植した時は，カナ

ダ社会から排斥を受けており，特に一世は同じ労働

をしていても低賃金に抑えられ，夫婦がひたすら働

かなければ食べられないような，奴隷に近い状態で

あっTこという。
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パンクーパー教会に，葬儀の馬車と立派なフロッ

クコートを着た人達の写真が飾られていたが，家畜

小屋のような家に住んでいても，故郷へはフロック

コートを着たこのような写真を送っていたとし、う。

前述したように，最近になって収容されていた人

々に約200万円見当のお金が政府から支払われたが，

日本本土と同様に，いやそれ以上に海外の日本人も，

あの大戦によって大変苦しい思いをしたので、ある。

収容所では，許された範囲しか移動出来す*，不自由

な中で食生活では，工夫して何でも自分たちで作る

事が習慣になり，豆腐，こんにゃくを始めとして殆

どの日本食品は自分達で作ったとし、う。

しかし現在では，日本からの輸入も多く，大抵

のものは手に入るが，シニアの人達は今でも手作り

をしているという。しかしキャンプ生活によって，

私達が期待していた郷土料理はし、わば消失し，新し

くカナダの行事食として，寿司，サンドウィッチ，

チャーメン，鰻頭，ケーキが必ず作られる。

私達の旅行は，単純に食事の調査を起点としてい

たが，食ベることは人生と切つても切り離せない，

いや人生そのもので

た思いでで、あつTたこ。

現在は既に三世，四世の時代であり，人種交婚が

多く，カナダ日系人についての研究者である新保満

氏は，現在辛うじて存在する日系人民族社会は30年

の聞に消滅するであろうとしている九

しかし三世以前の人々は，日本人より以上に，

日本人としてのアイデンティティーを持ち続けるこ

とで生きて来られたのではなかったか。

手作りのこんにゃくなど食べたことがなかった私

達は，このこんにゃくに秘められた日系人の歴史に

言葉もなかったので、ある。
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